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地域の中高年者の運動習慣と心身の自覚症状等との関連
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目的　地域単位（community-based）の疫学調査の一環として，運動習慣の分布を明らかにし，

運動習慣と心身の自覚症状，社会的ネットワークおよびその他の生活習慣等との関連を検討

した。

方法　群馬県の1市1村の40～69歳の地域住民12,630人の男女を対象に自記式質問紙を用い，健

康に関する全数調査（有効回答率＝91.6％）を行った。うち，「持病がない」6,736人（男女

各3,325および3,411人）を解析対象とした。質問紙により測定された運動習慣と，基本的属

性，生活習慣，社会的ネットワーク，および東大式健康調査票（THI）による心身の自覚症

状との関連を検討した。運動習慣は「日頃何か運動してますか」の問いに対する「よく，と

きどき，いいえ」の回答をもとに分けた3群である。

成績　1)　40歳から70歳未満の対象地域住民の運動習慣は，「よく」運動する人の割合は男性で

14.2％，女性で11.1％であり，運動習慣のない人の割合は男性で52.3％，女性で59.4％であ

り，男性の方が運動習慣の割合が高かった。また，女性においては40歳代，50歳代，60歳代

と年齢が上がるにつれ，運動習慣を有している者の割合が増加した。

　2)　THIの結果は，男女ともに運動習慣のある者ほど「多愁訴」，「抑うつ性」および「生

活不規則性」の尺度得点が有意に低く，「攻撃性」と「虚構性」の尺度得点が有意に高かっ

た。

　3)　運動習慣のある者は自覚的健康度が高く，学歴が高く，親しい友人がおり，趣味・地

域活動を行い，ペットの世話をするなどの社会的ネットワークがよく，30歳代時でのパンの

摂取頻度が高く，喫煙率が低かった。

結語　本研究における地域単位の疫学調査の結果，運動習慣は欧米に比べ低い傾向があること

と，運動習慣は心身の自覚症状（特に抑うつ気分等の精神保健指標）と有意な関連があるこ

とが明らかになった。
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